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はじめに
　
本稿で紹介する﹁国苑掌鑑﹂は、島根県浜田市に所在する臨済宗東福寺派の
伊甘山安国寺の寺誌で、島根県立図書館所蔵の機械複写本︵以下、島根本と記す
︶
が
伝
わ
る。
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
同
本
を
調
査
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
は、
﹁
機
械複写によるものであるが、原本の所在が現在不明なため、内容を知ることのできる唯一の本とのこと﹂と報告している
︵
１
︶。
　
歴史地名辞典類は、石見安国寺の歴史を知る典拠として、①﹁国苑掌鑑﹂②
﹁
安
国
寺
誌
﹂
③﹁
石
見
安
国
寺
文
書
﹂
を
列
挙
し
て
い
る︵
２
︶。
お
そ
ら
く
①
と
②
は
同
じ
も
ので、
③は戦前まで安国寺に所蔵されていた①所収の文書写を指す
︵
３
︶。﹁国苑掌鑑﹂
の内容構成は以下のとおりである。　　
Ａ﹁富春山乾堂東初﹂による楷書体の﹁題国苑掌鑑首﹂
。
　　
Ｂ﹁澧州源麗﹂による草書体の﹁国苑掌鑑序﹂
。
　　
Ｃ
 安永四年︵一七七五︶十一月付﹁見住
　
石州安國福苑第廿一世澧州源麗
識﹂の﹁凡例﹂
。
　　
Ｄ
 ﹁国苑掌鑑
　
見住當寺第二十一世
　
澧州源麗編輯
　
侍者
　
師昌訂校﹂の
記
載
に
続
き、
﹁
年
譜
﹂
と
し
て
ま
と
め
難
い
益
田
氏
二
十
世
藤
兼
に
い
た
る
檀
那
歴代の部。
　　
Ｅ
 ﹁永久中
︵一〇六九～一〇七四︶
﹂
から明和七年
︵一七七〇︶
にいたる
﹁年
譜﹂
。
　　
Ｆ﹁題国苑掌鑑附録首﹂にはじまる歴代住持をまとめた﹁附録﹂
。
　
一方、国文学研究資料館がウェブ上で公開している﹁日本古典籍総合目録デ
ータベース﹂で﹁国苑掌鑑﹂と検索すると、花園大学今津文庫所蔵のもの︵以下、今津本︶がヒットする
︵
４
︶。二〇一二年の秋から花園大学がウェブ上で公開し
ている画像によると
︵
５
︶、内容構成は以下のとおりである。
　　
Ｇ﹁富春山乾堂東初﹂による楷書体の﹁題国苑掌鑑首﹂
。
　　
Ｈ
 安永四年︵一七七五︶十一月付﹁見住安國福園第廿一世澧州源麗識﹂の
史料紹介
　「石見安国寺誌・国苑掌鑑」
斎藤
　
夏来
　
島
根
県
浜
田
市
の
古
刹
石
見
安
国
寺
に
伝
来
し
た
と
み
ら
れ
る﹁
国
苑
掌
鑑
﹂
は、
江
戸
時
代
の
同
寺
住
持
澧
州
源
麗
が
編
輯
し
た
石
見
安
国
寺
誌
で、
安
永
四
年
︵一七七五︶にまとめられている。同書の存在は早くから知られていたが、
断片的に参照されるに止まり、
収録されている鎌倉時代後期以来の
古
文
書
に
つ
い
て
も、
﹃
鎌
倉
遺
文
﹄﹃
南
北
朝
遺
文
﹄
な
ど
の
翻
刻
対
象
か
ら
洩
れ
て
い
る
も
の
を
含
む。
室
町
将
軍
や
徳
川
将
軍
の
任
命
対
象
で
あ
っ
た
石
見
安
国
寺の歴代住持に関する情報を得られる点でも貴重であり、今回まとめて全文を翻刻紹介する。
K
eyw
ords ：国苑掌鑑、澧州源麗、石見安国寺、石 益田氏、島根県立図書館、花園大学今津文庫
斎藤　夏来
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﹁凡例﹂
。
　　
Ｉ
 ﹁國苑掌鑑
　
見住當寺第二十一世
　
澧州源麗編輯
　
侍者
　
師昌訂校﹂の
記載に続き、益田氏二十世藤兼にいたる歴代檀那の記載を配置し、とくに
区
切
り
な
く、
﹁
鳥
羽
院
﹂
の
天
仁
元
年︵
一
一
〇
八
︶
よ
り﹁
今
上
皇
帝
﹂
の
安永元年︵一七七二︶にいたる年譜を記載。
　　
Ｊ﹁題附録首﹂にはじまる歴代住持をまとめた﹁附録﹂
。
　
島根本と今津本を比較して、当面気づくことを挙げておくと、第一に、島根
本ＢＣは今津本Ｈにまとめられている。第二に、本文は島根本ＤＥ、今津本Ｉと
も、
﹁
皆
不
詳
年
月
﹂
と
い
う
理
由
で
益
田
藤
兼
に
い
た
る
歴
代
檀
那
の
記
事
を
冒
頭
に
配置している。第三に、年譜の部分で、島根本は﹁永久中﹂の藤原兼国の石見国司赴任からはじめて、火災等による文書の消失状況や、室町幕府とその配下の諸将、江戸幕府とその配下の大名等の動静など、当寺に関係のある出来事を中心に記す。一方、今津本は おそらく江戸期に流布してい
た日本史関係の書
籍類を参照して、歴代天皇の在位期間を単位として 当寺と 無 な出来事を大幅に増補している。第四に、上記のよう 年譜の構成の仕方は大きく異なる
も
の
の、
引
用
さ
れ
て
い
る
原
文
書
は、
双
方
と
も
寺
蔵
の
文
書
で、
共
通
し
て
い
る。
第五に、歴代住持 ついて扱う島根本Ｆと今津本Ｊをみ と、基本構成 同一だ
が、
島
根
本
は
編
輯
者
の﹁
廿
一
世
澧
州
麗
和
尚
﹂
以
後、
二、
三
名
の
異
筆
で﹁
卅
一
世香林玄榮和尚﹂まで書き足し いる。一方 は、
﹁廿一世澧州麗和尚﹂
以後の追記はなく、それ以前の歴代住持について、島根本よりも多くの史料を収集提示している。　
こうした二本の比較を通して考えられることは 島根本を増補し、より形を
ととのえたのが今津本で、おそらく島根本は下書として当寺に留め置かれ、歴代住持の追記などがなされたのではないか。島根本から今津 への増補の主内容は、
年譜における全般的な日本史知識と、
附録の歴代住持の関係史料
である。
このうち、年譜の増補は、江戸中期 おける日本史知識の流布状況という大きな文脈において検討の価値を有するものの 典拠となる史料等を提示し いるわけではなく、
江戸期の知識人一般がなし得る作業であったとみられる。一方、
附録の増補は、自賛や頂相賛など、歴代住持 理解に資する史料の追加 があり、編輯者である澧州源麗ならで 研究調査 成果が盛り込まれ といえよう。　
本史料の主要な意義は、第一に、
﹃鎌倉遺文﹄
﹃南北朝遺文
　
中国四国編﹄な
どに収録されていない鎌倉・南北朝期の文書若干を含んでおり、室町幕府が推進した利生塔・安国寺設定から五山制度構築への推移について考察する新たな手がかりを含んでいること、第二に、島根本から今津本への増補過程など、現在の私たちの歴史認識にも大きな影響を与えている江戸時代の知識人の史料への関心のあり方 ついて、具体的に検討できる手が りを含んでいること、以上の二点
をとりあえず挙げておきたい。
　
以下の翻刻では、正字体や略字体などが混交している漢字については、原則
として原文の字体をそのまま用いることに努め、かなについては、現在通用して
い
る
字
体
に
改
め
た。
フ
リ
ガ
ナ
や
読
点
の
翻
刻
は
省
略
し、
句
読
点
を
打
ち
直
し
た。
抹消箇所は二重線抹消で表記 、割書は︽︾の記号で囲んだ。原文の誤字脱字等については適宜注記を試みたが、事実誤 等 ついては注記などをせず、そのまま翻刻した。︵表紙貼紙︶﹁山陰古刹
　　
創立和銅年間
　　　　　　　　　　　　
参
　
安國寺誌
　　　
距今一千四
百弐
拾
　
弐
　
四
　
有餘年
　　　　　　　　　　　
︵至昭和廿五年︶
　　　
寺在島根縣那賀郡
　　　
上府村山號伊甘山
　　　　　　　　
﹂
︵表紙題箋︶﹁國苑掌鑑全﹂題國苑掌鑑首安國澧州和尚、著國苑掌鑑編成、藏于本寺曁泰林・慈雲・保寧四所云、旹余適訪師、
師出其所著示余、
々龔閲之、
和銅草創以降千二百七十有餘載、
述而不作、
信而好古、
至於其所疑、
則闕如之、
乃其史記也、
余竟巻歎曰、
師誠良史之才也、
夫安國初號福園、々又作 、國苑之名、蓋本于茲邪、且由此觀、則千載一目瞭然、如觀掌中菴摩羅果、宜矣命 也、師誠良史之才也、昔者司馬遷著史記、
藏諸名山石室之中、
今者師著國苑掌鑑、
藏諸本寺曁四所焉、
其所藏則同矣、
其
意
則
不
啻
霄
壤、
師
誠
良
史
之
才
也、
於
此、
需
序
於
余、
々
曰、
我
輩
不
能
贊
一
辭、
史料紹介　「石見安国寺誌・国苑掌鑑」
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豈獲序之、敢辭、師曰、不啻霄壤者亦有説乎、余曰、昔者漢興索經典於秦火之餘、而獲之孔氏壁中矣、無以則殆此邪、師微笑曰、譱、惟以其言序之、余不獲固辭、以書焉、安永四年乙未臘月八日富春山乾堂東初敬併書︵貼紙異筆︶
﹁後桃園天皇御代
　
百五十一年︵昭和三年︶
﹂
國苑掌鑑序安國寺始號福園寺 不詳開祖曁大檀那誰某也、草創蓋和銅中云、後五百年、迨乎永久中、國司大納言藤原國兼、始來居于府城 中興於寺 因以國兼爲福苑中興檀那矣、後三百年、迨乎正和中 其七世之裔 益田兼長之妻阿忍、改宗爲禪院、寄附田園若干畝、隷寺於東福、於此乎、殿堂山門影藏寶塔、曁鐘楼皷楼方丈浴室鬱乎碁、則曹溪・南獄・如意・曇華・黄梅 五院聯綿圍遶 、遂爲一大禪刹、於此乎、請東福雙峰國師的子
　
石︵平出︶
門羲和尚、以爲開山第一祖矣、因以阿
忍
爲
福
園
禪
寺
中
興
檀
那
矣、
後
三
十
六
年、
至
乎
貞
和
四
年
大
将
軍
  尊
氏
公、
傅
命
毎
州創置安國寺、而吾州就于禪刹選之、偶々吾 園興爲 亦寄附州河谷南村、以充供養修理之料、爲専祝於
　
寶︵台頭︶
祚長久國家安寧祈禱道場焉、於此弁安國稱安國
福園禪寺、故特以
　
尊氏公爲安國開基大檀那、固其所也、後三十四年、迨乎永
德二年、恭獻王足利
　
義︵平出︶
満公、陞寺爲諸山之列焉、山門榮華、香積富饒、蓋以
此時爲盛矣、雖然益田氏之功過半矣、何也 由藤納言來于是邦、迨 尹兼・藤兼之代五百有餘裁
︵歳︶
、家世相継屢興寺門傾頽、且於其封内、面外護之、毛利氏之
帰崇亦由之也、嗚呼徴益田氏、福園既已不獲爲台宗矣 亦焉獲見有禪宗 与安國哉、國分大寺今索其古尾而不可獲可見矣、正和以降屢經沿革、則 封田 不有固其理也、何傷、可謂萬世大檀那矣 後二十七年 至乎應永十五年 寺罹池魚之災、是以由和銅迨正和乎八百有餘栽
︵歳︶
、茫々不可知、其惜矣、應永之初、去
正和未遠、縦令雖宗渝物換乎、其事猶存乎口碑 又碑碣鐘聲之諸宗相通用者蓋有之、
徴諸彼觀于金石者、
冀可以窺一斑矣、
何如、
應永之災、
殿堂五院固勿論、
　
公方家益田氏之諸帖諸券、曁諸重器・寶什・經巻・傳記・法器・雜具、悉烏
有可然矣、鳴呼由正和迨應永百年 間 禍福如是矣、矧将來之久 治亂禍福盛衰
興
亡、
何
定
之
有
余、
於
此
大
有
惑
于
應
永、
因
輯
録
其
灰
燼
之
餘、
与
炎
後
之
物
一二、命之曰國苑掌鑑、編成藏諸本寺曁泰林・慈雲・保寧四所 冀免於後之視今亦猶今之視昔之患哉、是所以余著此編也、住山比丘澧州源麗題、
凡例一
 永久中福苑一變爲天台、
正和中天台一變爲禪宗、
應永之災又一變、
凡宗三變、
物亦從而換、蓋曁乎其變時、檀裔法統亦既滅矣、此其所以和銅檀祖其名字之不知也、曁乎正和之時、則雖其宗法變、國兼之裔相繼檀門與寺門不相離、是以永久以降、雖宗祖失之、檀門家世未曁失名字焉、然失其日月者、所以宗法之既滅邪、曁乎應永之災、則古券傳記烏有者十八九、雖然宗法既定、法統繼、
故
考
一
隅
於
灰
燼
之
餘、
則
以
足
覆
於
三
偶、
故
有
此
擧
矣、
嗚
呼
和
銅
以
降
凡
千二百七十有餘載、興廢轉變如是、觀者概知焉、且福苑之將滅、初知有中興國兼矣、故始筆於永久、
一
 此編、爲家醜不一一就原書而易觀、且不散失而易傳作矣、非錯載於諸家以效春秋也、雖然
　
公方家・益田氏・府君・本山曁末派、不可不亦固載之、又傍
膾炙人口者一二載之、以交考而便于觀時事也 麗也、孤陋寡聞如本寺傳記既焼亡、爾來三百六十有餘載、莫復尋脩之者、是以應永以上固勿論、應永以降亦殆乎不可知矣、如益田氏系譜通史亦不載之、惟珍藏于其家而已 非就而覧不能詳之矣 故其事故就中莽鹵識其諱日者 唯兼理一人矣 餘識歴 名字而已、
以︵貼紙︶
﹁故無繇載諸年譜、
次列于編首矣、
且余輯此編意、
專在于不虞、
以故急遽成之、亦自隗始者耳 於戯當︵不脱︶能當吾之世補之 俟後之継吾
之
志
者
﹂︵
貼
紙
下
︶﹁︵
故
︶
無
繇
載
之
年
譜、
且
余
輯
此
編
意、
専
在
于
不
虞、
以
故急遽︵成︶之、亦自隗始者耳、於戯不能 吾之世補之 則︵俟︶後
繼吾
之志者﹂
一春秋以時繋年、以日繋時、然而家史不足效之、逐年月次第書之一自述者皆以真字書之、且髙於一字、爲其別於原書也、一
 集中曰、本寺者、自稱指吾安國也 猶言本邦本州也、曰本山者指東福 本末之謂也、又或直曰東福、觀者記焉、
一毎件之頭、以○標之、 於本寺者以︵貼紙︶
﹁●、爲易見而不惑也﹂
一
 掌鑑之要、在于後人務磨礱矣 磨礱何也 而今而後、凡関 我者 有事則當亦從從而書之、是幹事之任也 不則今日則掌鑑 明日則非掌鑑矣 後人思諸
　　　　　
旹安永四年乙未之冬十一月
　　　
見住
　
石州安國福苑第廿一世澧州源麗識
斎藤　夏来
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國苑掌鑑　
見住當寺第二十一世
　
澧州源麗
　
編輯
　　　　　　　　
侍者
　　　
師昌
　
訂校
當寺初號福園寺、在于伊甘郷、因名山曰伊甘山、開祖開基今不詳矣、草創和銅中
天
台
宗
也
云、
按
此
時
最
澄
未
生、
叡
山
未
闢、
蓋
三
論
法
相
之
間、
而
後
爲
天
台
也、
後五百載、逮乎永久中 大納言藤原國兼者、國司于是邦來居于府城、而家世相継住之、
福園亦接府城、
則依以爲檀寺云、
按福苑以國兼爲中興檀那、
蓋五百年、
其宗運漸衰、 時台蜜盛唱宗乗、則國兼継絶興廢 此時改宗於天台焉、後三百年、其七世 裔、益田兼長之妻阿忍、正和中亦改教寺而爲禪院矣、故以正和改宗、言初天台者是也、以永久改宗、言初天台者非也、是知正和有初 而殊不知永久亦有初也、茲知 初三論法相 間、而後爲天台也 後世俗不知此分 一混言
天
台
宗
也、
誤
矣、
故
當
寺
以
國
兼
爲
福
苑
教
寺
中
興、
以
阿
忍
爲
福
園
禪
寺
中
興
也、
後逮乎貞和中、足利大樹君尊氏、加賜當寺于安國之通號、以爲
　
寶︵平出︶
祚長久國家
安寧之祈禱道場焉、於此弁安國稱安國福園禪寺 故以尊氏公特爲安國開基、其功德各々載于年譜、故略于茲矣、國兼 氏稱御神本 當郷有御神本明神祠 蓋益田氏所建公之廟也云 又州内田邨・丸原邨、皆有廟 稱號同、今皆以其歳時祀焉、是則三隅氏
・
福屋氏之所建於其封内也、公益田
・
三隅
・
福屋三家之祖也、
故後世一作三家本云、其正統益田氏、世々割據于 、金湯于當寺 二十世而降毛利氏云 然正和之改宗、應永之災、紛亂不一 尚 獘衰、是以奕葉事故諱日不詳矣、故無繇載諸年譜 次列于首　　
御神本正統益田氏二十世
福園中興大檀那、從二位大納言前権太夫越前太守藤原朝臣 御神本太祖國兼公二世按察使太夫兼實三世前越前刺史兼榮四世前権介兼髙
　
至此支爲益田・三隅・福屋三家、而各々據一城、稱其地名也
五世前左衛門尉兼秀
︵季︶
六世太郎左衛門尉 時七
 世左衛門尉兼長
　
其妻阿忍、正和中改寺爲禪院、割其湯沐之地、寄附田若干
畝、因以阿忍爲
福園禪寺中興檀那
八世左衛門次郎兼久
九世左近将監兼胤十世孫太郎兼弘十一世太郎兼方十二
 世越前刺史兼見
　
薙髪稱沙彌祥兼、有當寺定住持職目書一本、今存焉、益
田萬福寺、小篠萬福寺開基
十三世越前刺史兼世
　
法名道兼
十四世越州刺史秀兼
　
法名帯幸
十五
 世左近将監兼理
　
依正和阿忍寄附帖、重所賜券帖一本、存于今焉、永享三
年戦死于筑前荻原之役
　
法名正覚院殿身光大兼大居士
十六世越前刺史兼尭
　
法名大雄院殿全国大居士
十七
 世越州刺史貞兼
　
法名神護院殿全田大居士
　　　　　　　　　　
貞兼宗兼列名之聽訟治書、存于今焉
十八世越前刺史宗兼
　
法名醫光寺殿全久大居士
十九世越州刺史尹兼
　
法名桂光院殿全屋 居士
二十世右衛門佐越前刺史藤兼
　
法名大蘊寺殿全鼎大居士
　
以上二十世割據于益田、後降毛利氏、皆不詳年月、故列書于茲
　　
年譜
●
 永久中、前福園教寺中興從二位大納言権太夫越前太守藤原朝臣御神本太祖國兼、國司于是邦、來居于府城云
●
 正和二年
癸丑十二月八日、福苑禪寺中興阿忍、
攺
興福苑於禪院、割其湯沐之
邑、而寄附田若干畝、其寄附帖曁坪所證券二本、于今珍藏焉、蓋真跡也、阿忍者御神本七世益田兼長之室也
　　　
寄附帖曰
　
いわみのくにいかミのがうのうち、ふくをんしニきしんするてんはくの事
　
 みきいかミのがうは、はうふかねなかゝゆいりやうなり 阿忍そのごけとして、ぶんゑいねんぢうに御はいぶんにあづかるところなり、かのてらはくげぶけの御 たうならびにせんそのほたい ねなかゝけ やうをなして、阿忍がごしやうをとふらわんかために、
うぢてらをせんいんにこうきやうして、
ゑいたいをかきりニきしんするものなり、しかれバ阿忍があとをは、ふつほうをまほり、せんのほうあがめ ものにとらすへし となうのおかかねをつきてんうゑハ、あいつがんものハじんみらいさいに たるまで、きしんする
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ところのじりやうにをいては、おうやけわたくしにつけて、いらんくしわつらいあるべからす、もしこのむねをそむかんともがらにハ、ぶけうのとがに申おこなふべし、ふくをんじならびにしり うにをいてハ、そくしんちやうらう一ごのう
︵ゝカ︶
ちハ、きりやうのてしなくばほんじとうふくじよりそうをしや
う
じ
く
だ
す
べ
し、
た
ゝ
し
き
し
ん
す
る
と
こ
ろ
の
じ
り
や
う
さ
ん
さ
い
す
る
ゆ
へ
に、
ちうもんべつしに り、よてじひつじはんのきしんじやうくだんのごとし、
　　
しやうわ二ねんミつのとのうし十二月八日
　
阿忍
　
判
　
 いわみのくにいかミのが ふくをんしにき んしたてまつるしりやうてんばくとうのちうもんの事
　　　 　　　　　　
た九丁三反うちこし八反よ
　　
合十一丁のうち
　
くわらにてちやう
　　　
はたけ一ちやう五反半
︽このほかさんハくくわうやあり︾
一
 た
の
ぶ
ん、
一
丁
を
ん
し、
三
反
ひ
る
く
い、
一
反
な
ら
び
か
さ
き、
二
反
か
は
ゝ
た、
四反ふぢきり、五反にしかどた、大 ねつきてん 八反のうち二反かハなりむ
ま
に
ハ、
二
反︽
を
た
と
あ
り
か
と
た
︾、
小
き
さ
き、
五
反
く
つ
は
ら、
二
反
な
か
なはて、四反ゆるきはし、一反すきの と、 反小かねつき ん、一反たそ
と
は、
大
か
ハ
な
ミ、
と
く
ち
の
や
く
し
だ
う
の
め
ん
て
ん
は
く
た、
三
反
は
た
け、
三反御だうのしきち、しんさくあり、ならび くりばやし御だう うへ あり
一
 あのかのゝた八反、ならびにやま た わ やあり 又ひと 、あ のうらし
を
や、
か
い
し
や
う
の
し
を
ぎ
ハ、
た
う
が
う
の
う
ち
ハ
い
つ
く
に
て
も
と
る
べ
し、
ざいもく、をなしくいつくのやまをもとるへし
一
 はたけのぶん、やまねのやしき 三 ふぢ りさこ、このほかさ ばくくわうやあり、
三反たきらい、
このほかさんバくくわうやあり、
一反半うまにハ、
このほかかわらあり
五反はたハら、
七らうたゆふのはたけやしきをくわう、
又ひや へ五らうにうたう まへ、き
しのしたかわらくたり
一
 こくはらへうちこすたのぶん、
二反をんじ、
二反はらかいち、
二反やまもと、
一反小ゆるきバし、一反きゝなミ、小かわなミあんとの時ハ、もとのことくふくをんじニつくべし
一
 いやとミた一丁、つほハ上てんと るべし、 や に阿忍かしひつを てしるしをくうへハ、いちふんもさを るべ らす、よて んしやうくだんのことし
　　
じやうわ二ねん︽ミつのとのうし︾十二月八日
　　　　　　　　　　　　　
ますだのごけ
　
阿忍
　
判
　　　 　　　　　　　　
ふちわらのうちめ
　
つるやさ
　
判
●同日同前坪所證券一本、併藏于今焉、阿忍女鶴也佐之真跡也云　　　
其文曰
　
 いわみのくにいかミのかうふくをんしにきしんしたてまつるしりやうでんばくとうのちうもんの事
　　　 　　　　　
た九丁三段︽うちこし八段大くわうや定︾
　　　
合十一丁のうち
　
はたけ一ちやう五段半
　　　
このほかさんはくくわうやあり
一
 た
のぶん、一丁をんじ、三反ひるくい、一段ならびさき、二段かわらだ、四
段ふぢきり、五段にしかどた、大かねつきてん、八段のうち、二段かわなりむまにハ、二段をた、小きさき、五段くつはら、二反なかなはて、四段ゆるきはし、一段すきのもと、一段小かねつきてん、一段たかそとは、大かわなミ
一とくちのやくしたうのめんでんばく　
 た三段、はたけ三段、御だうのしきぢ、しんさ あり、な びにくりばや御だうのうゑにあり
一
あ
の
か
の
ゝ
た
八
段、
な
ら
ひ
に
や
ま
は
た
く
わ
う
や
あ
り、
又
あ
ね
の
う
ら
し
を
や、
か
い
し
や
う
の
し
を
き
ハ、
た
う
か
う
の
う
ち、
い
つ
く
に
て
も
と
る
べ
し、
さ
い
も
く、
をなしくいつくのやまにてもとるべし一
 は
た
け
ぶ
ん、
や
ま
ね
の
や
し
き、
三
段
ふ
ち
き
り
さ
こ
の
ほ
か
さ
ん
は三
段
た
き
ら
ひ
く
わ
う
や
あ
り
さ
ん
は
く
くわうやあり、一段半むまにハ、このほかくわうやあり
一
 五段はたはら、七郎たゆふかはたけや きをくわう 又ひやうゑ五郎にうたうのまへ、きしの
した、かわらくたり
一こくはらへうちこすたのぶん　
二段をんじ、二段はらか ち、二段やまもと、一段ゆるきハし
　
一段ささのを、半かわなミ
　
あんとのときハ、もとのことくふくをんしにつくべし
一
 いやとミた一丁、つぼハ上でんとあるへし、かよ に阿忍がしひつをもてしるしをくうゑハ、いちふんもさをいあるへからす、よてき ん やう たんのことし
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ますたのこけ
　
しやうわ二ねん︽ミつのとのうし︾十二月八日
　
阿忍
　　　
在判
　　　
ふちわらのうちの女
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
つるやさ
　
在判
福苑禪寺中興大檀那阿忍大禪定尼︽十二月朔日逝︾●
 阿忍禪尼者、御神本國兼七世之裔、左衛門尉益田兼長之妻也、其寄附帖、曁坪所目券、共載干上焉、按帖曰、夫伊甘郷者當家之社稷、世之守也、先君夫子、
不幸早捐舘、
未亡人阿忍、
沐其恩澤久于今矣、
嘗文永中、
辱賜湯沐之邑、
衣食輕暖、適於心者、皆先君夫子之賜也、以故、未亡人阿忍、爲先君夫子曁諸
先
亡
後
死
自
己
追
福、
今
亦
割
其
地、
盡
未
來
際
以
寄
附
于
福
苑
禪
寺、
子
孫
永
世、
爲之外護、勿使佗人侵 不聽命者必有罸矣云云 由此推之、兼長之卽世既在于文永中矣、蓋兼長曁乎其疾病 割地特封之也、按文永先於正和幾乎、五年、
禪
尼
当
時
雖
二
十
四
五
而、
兼
長
卽
世
乎、
加
之
以
五
十
則
幾
乎、
八
十
長
壽
哉、
於戯、禪尼護持霊山附囑、信心堅確、改興於寺焉、寄附於地焉、其功德、實盡未來際不盡矣、正和以降 屡經沿革、則地之不 固其理 何傷 可謂萬世大檀那也已矣、然而禪尼諱日 唯識日月而 失其年 惜哉 若以寄附帖之年月日、易之、庶幾乎 其不失邪 不則月諱雖奠之、至乎年諱遠諱 則竟不奠矣、後哲撰焉
●
 開山石門和尚 以延文五年庚子遷化 由正和二年 却後四十八年矣、由此推之、師長壽 縦令至乎八十 當正和阿忍之世 師僅三十許 雖有其例 爲開祖于大刹者不審矣、又按禪尼寄附帖 有改興寺於禪院之事 又有卽心長老遷化後、若無器量之弟子、則可請厥人於本山東福寺之事 而載
　
開
︵平出︶
山和尚之名
字
者、
一
字
無
矣、
由
此
觀
之、
卽
心
長
老
者
當
時
儼
然
一
主
人、
惜
矣、
失
其
傳
焉、
蓋禪尼改興教寺於禪院、隷寺於東福、於此請卽心長老 既住持之邪 将東福當時無厥人、因
卽心先監之、而後選石門和尚爲開祖邪、抑亦卽心之徒無厥
人、是以寺門檀門 奉禪尼遺命 請厥人 東福 而石門和尚 以髙德、當其選、且兒孫歴世相繼住之、則竟推爲第一祖邪
●
 當
寺
初
天
台
宗、
後
爲
禪
宗
云、
是
正
和
改
宗
之
時
耳、
和
銅
草
創
之
時、
則
不
然
矣、
其事巻首論之、按佛法流于吾東方 推古敏達之間、以三論法相爲始、而延暦大同之間、
台密次之
建久建暦之間、
禪律亦次之、
凡五百年、
物必有盛衰焉、
由推古敏達之時 迨乎永久中國兼中興吾福園、幾乎七百載、是所以三論法相
之漸衰而台蜜之方盛也、夫以盛對衰、其勢不可福園必不爲天台也、由延暦大同、迨乎正和中阿忍禪尼改教寺於禪院、亦六百有餘載、是所以台蜜之漸衰而吾禪之方盛也、就中、叡嶽恃桓帝之叡誓、傲世之天寵、動振神輿於禁門 排斥諸宗於魔外、且其山據嶮接都、是以、保元平治以來、皇家有急、則必檄山上、
遷
幸
僧
坊、
元
弘
建
武
之
間、
就
中
数
々
也、
、
於
此
三
千
之
徒、
心
之
與
時
相
得
而扼腕、被堅執利、唯殺
伐是務、故慈悲之門既破、止觀之窻永閉、是所以宗
運之倍衰也、當此時、吾
　
東福聖一國師、獨起天台之中、續佛燈於大宋、挑
慧日於扶桑、門下亦龍象接踵出、則雖二十四流並起 一時道風之熾 無以尚焉、餘風覃于四夷 故創寺改宗、隷于門下者、不可勝計也、若吾福園、蓋亦其
一
也、
阿
忍
禪
尼
寄
附
帖
曰、
改
興
寺
於
禪
院、
寄
附
地
於
盡
未
來
際、
此
語
可
徴、
故書云、當寺爲禪宗正和二年癸丑歳、迨乎安永四年乙未 凡四百六十三年、
　　
右三件、據阿忍禪尼寄附帖、論之、故附列于茲、
●貞和四年八月廿九日、足利将軍
　
尊氏、見寄加當寺于安國之通號、爲專祝於
　
 　
寶︵平出︶
祚長久國家安寧祈禱道場焉、於此、弁安國、稱安國福苑禪寺、略通亦曰
安國寺也、安國之號始于此矣、其御教書曰
　　
石見國﹁
︵貼紙︶
福園﹂寺事、爲當國安國寺、寄寺領、可令興隆状如件、
　　　
貞和四年八月廿九日
　　　
左兵衛督
　
御判
　　　 　
當寺長老
●同年十二月十日施行書下矣、其帖曰　　
 諸
國安國寺利生塔事、建武以來異他御願 且爲勅願被下通號、仍定置警
固人、可專興隆之由、所被經評議也、早石見國安國寺致其沙汰、随雜掌申請、止甲乙人之妨、且全寺領所務、且可注進造営成否、将又有違亂輩 由訴申者、縦雖不遣奉書、毎度鎮狼藉、載起請之詞、可注申子細、若寄事於左右、有非法之儀者、可被處罪科之状、依仰執達如件
　　　　
貞和四年十二月十日
　
武藏守在判
　　　　　　
上野左馬助殿
●
 貞和五年三月十一日、
将軍
　
尊氏公、
賜寺封寄附帖、
執事武藏守施行書附焉、
其御寄附帖曰
　　
寄進
　　　
石州安國寺︽本號福園寺︾
　　　
同國河合南村地頭職︽栗熊弥五郎跡事︾
︵使カ︶
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（ 7 ）
　　
右爲当寺興隆、所寄附也、者早守先例、可致沙汰之状如件
　　　　
貞和五年三月十一日
　
正二位源朝臣御判
●同日執事武藏守施行書
　
其文曰
　　
 石
州
安
國
寺
雜
掌
申、
同
國
河
合
南
村
地
頭
職︽
栗
熊
弥
五
郎
跡
事
︾、
早
守
御
寄
進
状之旨、可被沙汰付下地於寺家雜掌之状、依仰執達如件
　　　
貞和五年三月十一日
　
武藏守在判
　　　　
上野左馬助殿
●
 同年閏六月四日、将軍
　
尊氏公、賜御奉書、宜列書于此、觀次閏六月十一日
渡帖而可見矣、然其書既失、故闕于茲、
●同年閏六月十一日、河合南村渡帖
　
其文曰
　　
 石
見
國
安
國
寺
雜
掌
源
照
申、
同
國
河
合
南
村
地
頭
職︽
栗
熊
弥
五
郎
跡
事
︾、
任
貞
和五年閏六月四日御奉書之旨、所渡申也、仍渡状如件
　　　 　　　　
渕名三郎右衛門尉
　　　　　　　　　　　 　
重綱
　
在判
　　　
貞和五年閏六月十一日
　
三吉三郎
　　　
清實
　
在判
●
 同
年十二月廿二日、御教書再賜焉、執事武藏守施行書附焉、其御教書宜列謄
于
茲、
然
其
書
失
久
矣、
故
闕
于
茲、
觀
貞
和
六
年
三
月
八
日
渡
帖
而
可
見
矣、
惜
哉、
其施行書曰
　　
 石州安國寺領、當國河合南村雜掌源照重解状如此、子細見状、金子孫五郎入
道
等、
立
帰
遵
行
之
地、
濫
妨
下
地、
致
殺
害
刃
傷
云
云、
事
実
者、
招
重
科
歟、
所詮、
於彼地者、
任
　
御寄進状施行等、
如元沙汰付雜掌、
可全向後之所務、
至狼藉之次第者、加糺明、載起請之詞、可被注申旨趣之状、依仰執達如件
　　　
貞和五年十二月廿二日
　　
武藏守
　
在判
　　　　　　　
太平出羽前司殿
●
 貞和六年正月十三日、施行書下矣、觀次三月八日渡帖而可見矣、然其書失久矣、故無繇列謄于此矣
●貞和六年三月八日、河合南村渡帖再下矣、其文曰　　
 石見國安國寺領、同國河合南村事、任去 御奉書、今年正月十三日施行、沙汰付下地於雜掌方候訖、仍渡状如件
　　　
貞和六年三月八日
　　　
秀能
　
在判
　　　　　　　　　　
　　　　
實光
　
在判
●觀應元年四月十七日、重賜施行書、其文曰　　
 諸國安國寺利生塔事、
建武以來、
御願異他也、
且爲
　
勅願所、
被下通號也、
仍差置警固人、可専興隆之由、評議畢、早石見國安國寺、善四郎左衛門尉相共致沙汰、随雜掌源照申請、止甲乙人之妨、且全寺領所務、且可注進造営成否、将又有違亂之輩者、縦雖不遣奉書、毎度鎮狼藉、以起請之詞、可注申子細、寄事於左右、有非法之儀者、可被處罪科之条、如
︵ママ︶
仰執達如件
　　　
觀應元年四月十七日
　　
武藏守
　
在判
　　　　　
小笠原左近将監殿
●文和元年十月十八日、将軍
　
尊氏公御教書二本、重下矣、其一曰
　　
 石州安國寺︽本號福園寺︾領、同 河合南村地頭職事 雜掌源照解状︽副具書︾如此、子細見状、貞和寄進施行等 寺家知行相違無之處 金子孫五郎入道等、今年五月以來濫妨云云、事実者 甚不︵可脱カ︶然、早両使相共荏彼所、沙汰付雜掌、任先例、可全所務 若違犯 守事書之旨、可有其
咎之状、如件
　　　
文和元年十月十八日
　　
御判
　　　　　　　　
土屋備前守殿
　　　
●其二曰
　　
 石
州
安
國
寺︽
本
號
福
園
寺
︾
領、
同
國
河
合
南
村
地
頭
職、
雜
掌
源
照
解
状
如
此、
子
細
見
状、
貞
和
寄
進
状
施
行
等、
寺
家
知
行
無
相
違
之
處、
金
子
孫
五
郎
入
道
等、
今年五月以來濫妨云云、事実者、甚不可然 就早両使相共荏彼 、沙汰付雜掌、任先例、可全所務、若尚違犯者、守事書、可有其咎之状、如件
　　　
文和元年十月十八日
　　
御判
　　　　　　　　
小笠原左近将監殿
　　
 按所次列于上御教書施行書等、屡下而賊不敢聽
　
命、彌制彌犯、有司無如
何、
是以後二十九年、
康暦二年、
當
　
恭獻義満公之時、
雜掌源照、
重上書、
且
謄
附
貞
和
以
來
所
賜
諸
帖、
以
訴
於
　　
廳、
而
其
所
訴
副
書、
藏
于
寺
焉、
後
二
十
八
年、
迨
乎
應
永
十
五
年、
寺
罹
祝
融
之
災、
其
所
珍
藏
教
書
奉
書
施
行
書
等、
爲之灰燼、偶康暦中、所藏副書、得幸而免矣、所次列于上 貞和以來奉書教書施行書等十本、今照其副書謄之、然康暦以來、
幾乎四百年、其副書亦
爲蠹魚所食、故後世屡轉謄 以傳焉 則不必無誤脱矣、上所謂貞和五年閏六月四日、同年十二月廿二日、貞和六年正月十三日、 逸三書、以次附謄干康暦上書之後諸帖目次、合考、則彼三書目次、亦不載之 由此推之、彼
斎藤　夏来
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三書、當時留干有司署、而不藏之本寺邪
●延文二年四月廿九日、足利将軍太祖尊氏公薨　︽法謚︾安國開基等持院殿贈一品大相國仁山妙義大禪定門●延文五年十 月晦日、當寺開山石門羲和尚遷化○ 貞治六年十二月七日、足利将軍二世源義詮公薨、宝筐院殿贈一品左相府瑞山道懽大居士
●康暦二年九月、當寺雜掌源照、重訴金子孫五郎入道於
　
公廳
　　　
其文曰
　　
石見國安國寺雜掌源照謹言上
　　　
 欲早任代々御教書并御奉書御施行之旨、被下厳密御奉書、停止金子五郎左衛門入道誓阿押領、被行其身於所當罪科、全知行、同國河合南村地頭職事
　　
副進
　　　
壱通
　
御教書案
　　
被定安國寺事
　　　 　　　　
貞和四年八月廿九日
　　　
壱通
　
御施行書案
　
同十二月十日
　　　
壱通
　
御寄進状案
　
同五年三月十一日
　　　 　　　
河合南村事
　　　
壱通
　
御施行案
　　
同年同日
　　　
壱通
　
打渡状案
　　
同年十
︵
閏
六
月
カ
︶
一日
　　　
壱通
　
重御施行案
　
同十二月廿二
　　　
壱通
　
重打渡状案
　
同六年三月八日
　　　
壱通
　
重施行案
　　
觀應元年四月十七日
　　　
弐通
　
御教書案
　　
文和元年十月十八日
　　
 右地頭職者、寺領之段、御下文御教書并御施行御奉書以下炳焉也、而彼誓阿、文和元年以來致押領之間、御願之違亂、御祈禱退轉之基也、然早被成厳蜜御奉書、不日被止彼押領 被沙汰付下地於寺家雜掌、全知行、弥爲奉祈天下安全、粗言上如件
　　　
康暦二年九月
　
 次依上之目次、御教書施行書渡帖等、次第書之也︽以上︾
、其文既次列于上、
故略于玆、由貞和四年八月廿九日公帖、至于此帖十数本、皆照所謂康暦中所藏副書而謄之︽是亦其副書也已︾
●永德二年五月七日、
足利将軍義満公、
陞吾安國爲諸山之列、
其官帖今珍藏焉、
　　　
其官帖曰
　　
石見國安國寺事、可爲諸山之列之状、仰依執達如件
　　　
永德二年五月七日
　　
左衛門佐
　
判
　　　
長老
●
 明
德
二
年
六
月
一
日、
益
田
十
二
世、
前
越
州
刺
史
兼
見
沙
弥
祥
兼、
定
當
寺
住
持
職、
條目書一本、今珍蔵焉
　　　
其文曰
　　
福園安國禪寺住持職所定之事
　
一住持勧請時、老僧達以評議、而後本塔中新命可有請候、其時吹挙状可進事
　
一不對公文、濫不可有入院儀候事
　
一住持退後留守事
　　
 右彼寺者、進置石門長老候上者、曹溪菴門中老僧達、以談合、全寺家請住持、興隆佛法、被致天下御祈禱候、師壇大慶与天地可爲久長候、仍爲後日所定法、如件、
　　　
明德二年︽辛未︾六月一日
　
沙弥祥兼
　
在判
○
 明德二年十月十四日、益田十二世前越州刺史兼見沙彌祥兼公卒
　
小篠萬福益
田萬福両開基
●明德四年庫司祥本自書、年貢納帳一本、今存焉、　　　　
其冊曰
　　
伊甘山福園安國寺年貢納帳
　　　
米分
　　
一石九斗︽此内畑○二石五斗︾
　　　
法橋
　　
一石三斗八升二合
　　　　　　　　　
心樂
　　
一石三斗八升二合
　　　　　　　　　
道忻
　　
一石三斗八升二合
　　　
五郎次郎
　　
一石三斗八升二合
　　　
　
弥平三
　　
一石三斗八升二合
　　　
髙五郎
　　
一石三斗八升二合
　　　
左近四郎
　　
一石三斗八升二合
　　　
弥藤四郎
　　
一石三斗八升二合
　　　
彦五郎
　　
一石一斗八合
　　　　　　　　
姉金
　
刑部
史料紹介　「石見安国寺誌・国苑掌鑑」
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一石一斗八合
　　　　　　　　
姉金
　
道實
　　　　　　　　　　　　　　　　　
此内糯米二石四斗在
　　　
已上十五石一斗七升二合
　　　
已上十四石六斗五升四合納也
　　　
姉金年貢用途之事
　　
五貫六百文
　　　
継目之用途
　　
里之百姓二百
　
姉金之百姓五百文
　　　
畑之年貢之事
　　　
籾分
　　
二石
　　　　　　　　　　　　　　　
法橋
　　
二石四斗
　　　　　　　　　　　　　
心樂
　　
二石四斗
　　　　　　　　　　　　　
道忻
　　
一石九斗二升
　　　　　　　　　 　
五郎二郎
　　
二石四斗
　　　
弥平三
　　
二石四斗
　　　　　　
髙五郎
　　
二石四斗
　　　
左近四郎
　　
二石四斗
　　　
弥藤四郎
　　
二石四斗
　　　
彦五郎
　　
二石四斗
　　　
刑部
　　
二石四斗
　　　
　　　　　
道實
　　
二石四斗
　　　
宗十郎
　　
二石四斗
　　　
三郎五郎
　　　
以上二十九石五斗二升
　
此内一斗四升
　　　 　 　
左近四郎未進
　　　
此籾中五
六
石五
八
斗五升
　
里姉金種食
　　　
胡麻之事
　　　
一斗七升
　　　　　　　　　　　　
法橋
　　　
一斗七升
　　　　　　　　　　　　
道忻
　　
七升
　　　　　　　　　　　　　　　
心樂
　　
七升
　　　　　　　　　　　　　　　
五郎二郎
　　
六升
　　　　　　　　　　　　　　　
弥平三
　　
七升
　　　　　　　　　　　　　　　
髙五郎
　　
四升
　　　
彦五郎
　　
四升
　　　
左近四郎
　　
四升
　　　
弥藤四郎
　　
三升
　　　
ハタ原ノ又四郎
　　
三升
　　　
ハチ
ヨ
マ
ツ
ノ
タ原ノ
清五郎
　　
四升
　　　
チア
子
カ
子
ノ
ヨマツノ
刑部
　　
四升
　　　
姉金ノ道實
　　
四升
　　　
姉金ノ宗十郎
　　
四升
　　　
姉金ノ三郎五郎
　　　
已上九斗五升納也
　　　
自姉金畑ヽ物納事
　
一修理割木六百枚
　　　
冬至出物
　
一山芋
　　　　　
一桜豆膚二枚ツヽ
　
一爲水煎産︽五合︾一
　　　
歳節分出物
　
一桜豆膚三枚
　　　　
一産一升︽臺飯籾一升︾
　
一茆席
　
四枚
　　　　
一山芋
　
一節料松四荷ツヽ
　　
一節料炭四荷
　　　
又
　
一盂蘭盆之松四荷ツヽ一月別ニ松四荷ツヽ
　
一畳絲之事︽是ハ畳指時充也、里ト与姉金寄合ニ出物也︾
　　　
里分
一節料炭十荷　　
明德
二二癸酉歳臘月日庫司祥本誌之
●應永五年十月一日、當寺第二世雪庵欽和尚迁化●應永十五年三月二日當寺災　
 是歳三月二日、寺罹祝融之災、公方家・益田氏及諸家諸帖、諸券、重器、寶什、傳記、書画、法器、雜具、悉烏有、幸而免者、諸 階帖一本、益田阿忍禅尼、其女鶴也佐連名田畑寄附帖一本、
同前坪所目券一本、益田﹁
︵貼紙︶
十二世兼
︵四︶
斎藤　夏来
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見沙彌祥兼當寺住持職法帖一本、康暦中所訴請之藏于寺副書一本、庫司祥本寺封年貢法帖一本︽以上六本︾而巳、蓋皆真跡也、其佗益田氏・毛利吉川氏曁
﹂﹁︵貼紙下︶
十
二
世
兼
見
沙
彌
祥
兼
當
寺
住
持
職
法
帖
一
本
、
益
田
兼
理康
暦
中
訴
帖
其
所
藏
于
寺
案
書
一
本
依
先
例
寄
附
状
一
本、
庫司祥本 内年貢法帖一本︽以上六本︾而巳、蓋皆真跡也、其侘益田氏・毛利氏曁﹂國朝諸帖諸券等、一二存焉者、皆火後之物耳、是所以當寺無古器寶什傳記也、嗚呼祝融之災、不可不慎矣、
　
同年五月六日足利将軍三世義満公薨
　
大明帝謚恭献王、
　
法謚
　
鹿苑院殿准三宮大相国天山道義大禅定門
●應永十七年十二月二日、當寺三世吉山祐和尚遷化●應永廿六年十月十五日、當寺四世千英俊和尚遷化●
 應永三十二年、益田十五世左近 監兼理公、賜改書寄附帖 今珍藏焉跡也
　　　
 改書之義、詳于帖、可見矣、然阿忍禪尼真跡寄附帖、今存焉、蓋其書平日同藏于
　
公方家諸帖筥中、故
以爲既焼矣邪、火後紛冘不覚附物而存也
　　　
改書寄附帖曰
　　　
奉寄進
　　　
石見福園安國寺領事
　　
 右件寺領者阿忍并増
︵曾︶
祖父祥兼之御寄進候所也、雖然彼文書應永十五年三月
二日回禄之時、悉粉
︵紛︶
失云云、然間兼理依爲重代相傳之私領、重奉寄進候上
者、當知行之田畠并寺家
　
石門門徒御計而、寺務不可有相違候、雖将來之
子孫一類中、於令及異論之仁者、可被申行別罪科候、仍所奉寄進如件
　　　
應永三十二秊乙巳三月三日
　　　　　　　　　
左近将監兼理
　
判
○應永三十二年、足利将軍五世義量公薨︽三月廿七日︾　︽法謚︾長德院殿贈一品羽林鞏山道基大居士○正長元年正月 八日 四 持　︽法謚︾勝定院殿贈一品大相國顯山道詮大居士○永亨三年六月廿九日、益田十五世左近将監兼理卒　︽法謚︾正覺院殿身光大兼大居士︽君承大内氏命、戦死于筑前荻原之役云︾○ 嘉吉元年六月廿四日、赤松左京太夫満祐、弑其君将軍義教
、足利六世也、行
年四十八
　︽法謚︾普光院殿贈一品大相國善山道惠大居士
●同年九月、當山五世翔天騮和尚當寺入院○嘉吉三年七月廿一日、足利将軍七世義勝公薨︽早世十歳︾　︽法謚︾慶雲院殿贈一品左相府栄山道春大居士● 文明十九年六月一日、益田十七世治部少輔貞兼適子孫次郎宗兼列名裁許帖一本︽元書散失、今其騰案存焉、其書古雅謂正書可也︾
　　　
其帖曰
　　
 安國福園寺之事、先祖阿忍大姉開基之地、天下御祈願之砌也、雖愚領中之事、爲遠所之絛、年來寺領者
︵
マ
マ
︶
等任我意云々、爰文明十七年乙巳之冬、住持
惟孝西堂、以曇華菴塔主光殊藏主、充納所職、調惣門中之衆議、以往古納帳、
尋
究
田
園
之
成
否
之
處、
里
九
人
之
輩、
各
明
鏡
出
注
文
候
間、
随
其
現
作
分、
定
衆
議
下
知
畢、
将
又
段
銭
一
向
無
沙
汰
之
儀、
無
其
謂、
於
向
後
堅
可
納
者
也、
万一此旨違背之仁有之者、
爲當所役人可致注進、
猶以光殊藏主納所職之事、
不相替如尊意可申付者也、仍状件如
　　　　　　　　　　　
嫡子孫次郎
　　　
文明十九年六月一日
　　　
宗兼
　
判
　　　
益田治部少輔
　　　 　　　　　　　　　
貞兼
　
判
　　　
安國福園寺
○延德元年三月廿六日、足利将軍九世義尚公薨　︽法謚︾常德院殿贈一品大相國悦山道怡大居士○延德二年正月七日、足利将軍八世義政公薨　︽法謚︾慈照院殿贈一品大相國喜山道慶大居士○永正八年八月
　　
足利将軍十世義澄公薨
　︽法謚︾ 住院殿贈一品大相國旭山道晃大居士○大永三年四月
　　
足利将軍十一世義植
︵稙︶
公薨
　︽法謚︾慧林院殿贈一品大相國嚴山道晤大居士●天
文
二
年
十
一
月
廿
八
日
、當
寺
九
世
文
岫
梁
和
尚
、就
萬
壽
前
版
冬
至
秉
拂
、後
住
真
如
、
●
 天文三年四月晦日、福屋宮内少輔正兼寄附帖一本、于今藏焉、蓋真跡也
　
其
帖曰
　　
 石州安國寺分之内、恩地小法師原屋織
︵敷︶
并信性分田数、如前々致寄進候、御
門中被仰談、寺家之儀堅固御建立肝要候、然者弥不可存如在候、仍爲後日一筆如件
史料紹介　「石見安国寺誌・国苑掌鑑」
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天文参甲午
　　　　
福屋宮内少輔
　　　　
四月晦日
　　　　　　　
正兼判
●同通書札一本藏于今焉︽按書文、蓋公者福屋正兼之適子也︾　　
 尊書拝見仕候、仍而安國寺分姉金幷たきらひ屋織
︵敷︶
之義、如仰先年正兼之申
子細候、只今之儀何茂人情候条、代所等内々分別仕、以其上可申入之通被申候、弥不被存余儀者、於我等不可有油断候、恐惶謹言
　﹁︵貼紙︶
兼﹂
　　
三月四日
　　　　
兼通判
　　　　　　
西禪寺
　
衣鉢禪師
　　　 　　　　　　　
尊答
○天文十九年五月四日、足利将軍十二世義晴公薨　︽法謚︾萬松院殿贈一品大相國瞱山道照大居士○永禄八年五月十九日、三好義継弑其君将軍義輝　︽法謚︾光源院殿贈一品大相國融山道圓大居士○永禄十一年九月︽失日︾将軍義栄薨、法名不詳●天
正
十
年
二
月
十
六
日
、
吉
川
元
春
適
子
元
長
連
名
當
寺
住
持
職
帖
一
本
今
存
焉
、
其
帖
曰
　　
石州安國寺住持職之事、被任和仲和尚御与
奪之旨、可有御執務之状如件
　　　
天正拾年二月十六日
　　
駿河守元春判
　　　 　　　　　　 　　
治部少輔元長判
　　　 　
惠雍西堂
●天正廿年、吉川元春家人別名田畑打渡坪所目券一本于今存焉
　
其券曰
　　　
石州那賀郡伊甘郷内安國寺領打渡坪付事
　　　　　　
合
　　　
府中八反原
　　　
田四反大
　　　
参石弐斗五升
　
弥二郎
　　　
同村油免
　　　
田壱反小
　　　
八斗
　　　　　
太郎左衛門
　　　
同村寺庭
　　　
田弐反六拾歩
　
壱石三斗
　　　
同人
　　　
同村土現庵
　　　
畠六拾歩
　　　
代卅文
　　　　
宗一免
　　　
同村同所
　　　
寺織小
　　　　　　　　　　　
宗慶庵
　　　
同村同所
　　　　
屋敷六拾歩
　　
代卅文
　　　　
源右衛門
　　　
同村門前
　　　
屋敷小
　　　　
代六拾文
　　　
太郎左衛門
　　　
同村同所
　　　
畠壱反
　　　
代百五拾文
　　
同人
　　　
同所
　　　
寺織一所
　　　　　　　　　　
安國寺
　　　
同村下廻
　　　
畠三反
　　　　
代四百文
　　　
同
　　　
同村八反原
　　　
屋敷小
　　　
代八拾文
　　　
弥二郎
　　　
田数八反六拾歩
　　　
以上
　　　
分米五石三斗五升
　　　
畠屋敷銭七百五拾文
　　　
惣合六石壱斗
　
　
神保
与三右衛門判
　
天正廿年八月廿日
　　
長福寺判
　
　
石井
彦右衛門
　 　　　　
安國寺
○慶長二年八月廿八日、前足利将軍十五世義昭公薨　︽法謚︾霊陽院殿從三位権大納言昌山道桂大居士　　
 足利将軍十五世、至于茲絶祀由、■
︵ママ︶
暦應元年太祖尊氏任将軍、迨于天正元
年義昭罷職、凡二百三十六年、
●
 慶長八年九月廿三日、國朝依勝國之例、賜寺封焉、其坪所目券今珍藏焉、其券曰、
　　　　　
伊甘之内安國寺領坪付之事
　　　
上畠壱反五世
︵畝、
以下同︶廿六歩
　　
太郎左衛門
　　　
中畠弐拾四歩
　　　　　
助左衛門
　　　
麻畠壱世歩
　　　　　　
同人
　　
　後
上畠八世廿四歩
　
　　　
太郎左衛門
　　
　前
下畠三世拾四歩
　　　　
弥六
　　　
麻畠弐世歩
　　　　　　
太郎左衛門
斎藤　夏来
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上畠五世拾歩
　　　　　
同人
　　　
麻畠壱世拾歩
　　　　　
同人
　　　
上畠三世廿弐歩
　　　　
同人
　　　
上畠四世歩
　　　　　　
同人
　　　
麻畠壱世五歩
　　　　　
同人
　　　
桑壱束
　　　　　　　　
同人
　　　
麻畠壱世九歩
　　　
同人
　　　
上畠壱世拾弐歩
　　　　
源右衛門
　　　
桑弐束
　　　　　　　　
同人
　　　
上畠壱世歩
　　　　　　
太郎左衛門
　　　
麻畠壱世拾四
九
歩
　　　　
同人
　　　
上畠壱世拾八歩
　　　　
同人
　　　
桑四束
　　　　　　
同人
　　　
上畠壱世拾弐歩
　　　
同人
　　　
麻畠壱世拾八歩
　　　　
同人
　　　
上畠三世八歩
　　　　　
同人
　　　
上畠壱世拾弐歩
　　　
同人
　　　
上畠廿壱歩
　　　　　　
源右衛門
　　　
中畑廿歩
　　　　　　　
同人
　　　
漆壱丸
　　　　　　　　
同人
　　　
下々畠壱世拾弐歩
　　　
同人
　　　
下々田壱世廿歩
　　　　
同人
　　　
上田八世歩
　　　　　　
助兵衛
　　　
上田壱世廿八歩
　　　
同人
　　　
上田壱反壱世拾八歩
　
分米壱石五斗八也
　　　
下々田壱世弐拾歩
　　
分米壱斗
　　　
麻畠壱反壱歩
　　　　
分米九斗三合
　　　
上畠四反七世三歩
　　
分米三石弐斗九升七也
　　　
中畠壱世拾四歩
　　　
分米八升八也
　　　
下畠三世拾 歩
　　　
分米壱斗四合
　　　
下々畠壱世拾弐分
　　
分米弐升壱合
　　　
桑七束
　　　　　　　
分米七升
　　　　
漆壱丸
　　　　　　　
分米六合
　
　　
田畠合七反六世弐拾弐歩
　　　
分米六石壱斗
　　　
右分相渡し申候所如件
　　　 　　
井口喜右衛門
　　　
慶長八卯年
　　　　　　
昌成判
　　　
九月廿三日
　
細田助右衛門
　　　 　 　
吉時判
　　　
安國寺
○
 元和二年四月十七日、德川大将軍太祖源家康公薨矣、初葬干駿州久能山、後移葬干野州日光山、勅謚東照大権現
●寛永八年正月廿七日、當寺十二世周伯惠雍和尚迁化○
 寛永九年正月廿四 、德川将軍二世源秀忠公薨、勅謚台德院殿、贈正一位大相國
●
 寛永十二年、府君古田兵部少輔重恒公母堂 梅院殿、再建當寺、上棟文干今存焉、其文曰
　　
 竊惟、昔和銅年中、元明天王之聖代、草創當山而號福園寺矣、至今殆千年也、中古暦應年中、光明帝聖代、配毎州被創建安國寺矣、粤石州那賀郡伊廿山安國禪寺者、石門羲和尚之創建也、卽慧日山東福寺之附庸、而歯干諸山之位矣 自是以降凡逮三百十一年矣 世々雖
継先志、近久無修造、柱楹
搉朽覆苫亂墜矣、越藤原朝臣古田兵部少輔恒重公知領當國、 外施仁政内専佛乗、其德可知、其母公
　
大梅院殿、忝欲再建之、小原市左衛門尉長次
奉旃、卽大柱十棟百梁諸材曲木廣板修竹共、倶貯 以使工師 方藤次郎次吉、期日不幾而落成之 此境壯觀也
　
大梅院殿之希願、其意味之盛浮于
長者鋪金之功力矣、誰敢不瞻仰之也 可登崇之甚也、伏冀大檀越
　
國家安
祐武運長久 兵革 興聖壽千秋
　
次冀山門招福慧日増輝攸也、旹寛永十二
年龍集乙亥歳次十一月吉日良辰
　
當住天英玄才謹書
●寛永廿年、當寺當寺
十三世■
︵ママ︶
天英玄才和尚迁化
○正保二年、府君古田兵部少輔重恒公卒　
公由慶長十九年入部于濱田、至此三十二年、因事絶祀
　
 ︽法
謚
︾
休
巌
院
殿
関
雄
宗
三
大
居
士︽
或
曰
慶
安
元
年
戊
子
六
月
十
六
日
卒、
蓋
此
言
是矣︾
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○慶安二年、播州完栗城主松平周防守康映公、移封來于州濱田○慶安四年四月廿日、德川将軍三世源家光公薨　
勅謚大猷院殿、贈正一位大相國
●萬治二年、當寺十四世等雲倫和尚入院于︽越中︾国泰寺●萬治三年二月三日、當寺十四世等雲倫和尚遷化●寛文七年八月十九日、當寺十三世天英才和尚遷化●寛文十三年正月十七日、大将軍家綱公、賜當寺住持職帖於東福寺桂昌庵宗寔　
首座、今珍藏焉
　　　　
其帖曰
　　
安國寺住持職事、任先例可執務之状、如件
　　　
寛文十三年正月十七日
　︵印﹁家綱﹂
︶
　　　 　 　　　　　　　
宗寔首座
●
 寛文十三年、末派九箇寺列印、藏于本庵桂昌庵 定當寺曁末派後席之人法書謄案、其文曰
　
一
 伊甘山安國寺者爲當國一宗之甲刹也、不同尋常之徒弟入院之式、代々住持之仁、從本庵撰其器用、可被仰定候 派中全不可及異儀候事
　
一
 末派之寺院後住弟子之儀者、爲其師之仁 安國江遂相談、可相定候、若於不及了簡者
爲一派可申談候、
一人不義之仁於有之者、
及派中之難儀候条、
随分遂吟味可相定事
　　　
 右弐个條派中衆議之上書付差上候、尽未來際、右之旨急度可相守候、仍而如件
　　　 　　　　　 　　　
保寧寺
　
源輪
　　　　　　　　　 　　 　　　　
霊泉寺
　
源智
　　　
常福寺
　
惠全
　　　
安楽寺
　　　
寛文十三年癸丑九月晦日
　　
東光寺
　
源的
　　　
慈雲寺
　
源宿
　　　
永德寺
　
源越
　　　
洞泉寺
　
源温
　　　
良昌寺
　
宗栄
　　　
安國寺
　
源紹
　　　
御本庵
　　　　　　　　　
桂昌庵様
　　　　　　　　　　　
役者禪師
○延寶二年十二月晦日、府君松平周防守康映公卒　︽法謚︾雲峰院殿前防州刺史朝参太夫照誉浄閑大居士○延寶八年五月八日、德川大将軍四世家綱公薨　勅謚嚴有院殿、贈正一位大相國
○延寶八年五月九日、當寺十六世運室紹和尚遷化●天和三年六月十五日、當寺十五世蘭叔俊和尚遷化●貞享四年八月廿四日、當寺十七世見叟徹和尚遷化●
 元禄六年、天桂薫和尚再建當寺今之方丈、府君松平周防守康賛公、資之賜金十両、且使民轉致匹見山之欅、以賜
之、其檀信至矣、又免封内募縁
●元禄十五年正月六日、當寺 世天桂薫和尚遷化○寶永六年正月十日、德川将軍 世源綱吉公薨　
勅謚常憲院殿、贈正一位大相國
○正德二年十月十四日、德川将軍六世家宣公薨　
勅謚文昭院殿、贈正一位大相國
○正德三年三月廿二日、府君松平周防守康賛公卒　︽法謚︾泰厳院殿前防州刺史朝参太夫安誉智性春道大居士●享保元年九月二日、當寺十九世了堂因和尚迁化○享保元年四月晦日、德川将軍七世源家継公薨　勅謚有章院殿、贈正一位大相國
●
 享保九年、雪溪戒和尚再建當寺今之佛 府君松平周防守康長公、資之 金十両、且免封内募縁
●
享
保
十
一
年
、
大
将
軍
吉
宗
公
、
賜
當
寺
住
持
職
帖
於
東
福
寺
桂
昌
菴
宗
見
首
座
、
其
帖
曰
　　
安國寺住持職事、任先例可執務之状、如件
　　　
享保十一年二月二日
　︵印﹁吉宗﹂
︶
　　　 　　　　 　　　
宗見首座
●
 九年佛殿再建之時、依例有所請、有司︽執事
　
谷口源兵衛
　
勘頭
　
藤江武左
衛門
　
勘頭
　
岸根藤
藏︾預以短礼諭其意、今附于此焉
　　　
口上
　　
 本堂建立、以願書被申上候趣、委細
　
御聞届、尤之儀ニ
　
思召候、勿論願
之筋可被
　
仰付候得共、兼而承之通、不勝手之時節、願之通ニ茂難被
　
仰
斎藤　夏来
（ 14 ）
付、乍去其時節之
　
御了簡相成候儀者可被
　
仰付候間、建立之儀者勝手次
第存立有之様
　
思召候、左様可被相心得候、以上
　　　　
七月廿二日
●享保十五年、當寺與末派有事、至明年我大克︽別有本録︾○享保十二年四月九日、府君周防守康豊公卒　︽法謚︾泰嶺院殿前防州刺史朝参﹁長
︵貼紙︶
﹂宗誉寂道至閑大居士
○享保廿年十二月二日、府君松平周防守康豊公卒　︽法謚︾盛德院殿前防州刺史朝参太夫愍誉興仁遊和大居士○寛延四年六月廿日、德川将軍八世源吉宗公薨　勅謚有德院殿、贈正一位大相國
●寶暦三年十月十五日、當寺廿世雪溪戒和尚遷化○寶暦九年五月五日、府君松平周防守康福公、移封適于下總州古河○同年同月、下總州古河府君本多中務太夫忠盈公 移封来于州濱田●寶歴九年十二月晦日、正丁開山石門和尚四百遠年諱 預夏請備中井山寶福寺　
 大
休
和
尚、
雨
安
居
結
制
々
中、
提
唱
亦
祖
壇
經、
四
來
雲
納
四
十
一
州
人
事、
闔
衆
一百六十二員
　
名簿記
録別有之
○寶暦十一年六月二日、德川将軍九世源家重公薨　
勅謚惇真院殿、贈正一位大相國
○明和四年閏九月十 日、府君中務太夫忠盛公卒　︽法諡︾元德院殿前中書朝参太夫仁誉智興永崇大居士○明和七年五月、府君本多平八郎
　　
公、移封適于参州岡崎
○
 同
年
五
月、
参
州
岡
崎
城
主
松
平
周
防
守
康
福
公、
移
封
就
于
州
濱
田︽
前
是
十
二
年、
自州濱田移封於下總州古河、亡幾復移封於参州岡崎、復亡幾今茲還就于州濱田︾
題國苑掌鑑附録首當
寺
歴
世、
至
余
二
十
一
世、
由
正
和
改
宗、
迨
乎
今
茲
安
永
乙
未、
凡
四
百
六
十
三
年、
其間法系不一矣、開山石門和尚之法、至于十二世周伯和尚既絶矣、由 三 迨乎十六世、天英
・
等雲
・
蘭叔
・
運室四世、蓋皆中峰派、十七世見叟和尚虎関派、
見
住
波
州
瑞
巌、
來
視
篆
當
寺、
復
歸
住
于
瑞
巌、
十
八
世
天
桂
和
尚、
見
住
本
嶠
養
安、
來董當之堂山、此亦東福之一派、十九世了堂 尚 亦虎関派、嗣本師波州瑞岩絃外和尚、初住波州如是、次移于紀州林翁、後董當寺 至此請於
本嶠、以安國
爲永住之寺、何也、吾安國、非古之安國、勝國之時、寺封悉没収、五院亦從而滅、於此、香積枯淡常住、亦無幹事人、故住持者、動計於己不計於寺、常住滋削、是所以了師之請也已 廿世雪渓和尚、嗣本師了堂和尚 廿一世余澧州︽源麗︾
、
亦嗣本師雪渓和尚、
至余三世、
的々相承虎関派也、
余竊顧、
四百六十三年、
豈二十一世而止哉、祖堂有舊牌子、題曰当山廿三世量外壽樿師、蓋遷化于当寺也、不識日月、然百年外之物也、且夫吾安國、永德以來、位上諸山、爲推轂出世之甲刹矣、按吾宗耆宿 初奉命於諸山 而十刹五山次第轉移、至建長南襌極矣、其如是轉移、則其住者、或一年或二年 不可久住矣、蓋有剋期也 北條足利之間爲盛矣、然則其初奉
　
命於當寺視篆者、亦往々不鮮矣、非若今之一僧永
住遂終于其寺者也、四百六十三年 豈廿一世而止哉 於戯足利氏 衰也 吾宗亦從而衰、是故推轂轉移之道永塞 而一僧永住之弊 遂爲式 故近世吾宗 生于其寺而住其寺
、
是以雖有超佛越祖之器、
絶望於龍門、
空宛轉淤泥之中、
悲哉、
顧當寺元和慶安 、取開山之法系相承者爲歴世、其佗 派一廃之邪 自
　
開
︵平出︶
山和尚十二世法系相承 且有廿三世量外壽樿師牌子、可以觀 已附録　　　　
當寺歴世
　
開山石門羲和尚─────────二世雪菴欽和尚──────────┘
┐─────────────────────────────────└┌三世吉山祐和尚 ﹁四
︵貼紙︶
﹂世千英俊和尚────────┘
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
─
　　
以上四世、法語壽像曁自贊佗贊今無之
　　　　　　　　　　　　　　　
─
┐─────────────────────────────────└┌五世翔天騮和尚 ┘　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
─
　　　　
嘉吉元年辛
酉九月
　　
當寺入院
　　　　　　　　　　　　　　　　
─
　
─
　　
文安五年戊辰
　　　　
筑前聖福入院
　　　　　　　　　　　　　　
─
　
─
　　
文明九年丁酉
　　　　
建長入院
　　　
─
　
─
　　
師當寺退後、住于長州指月山善福寺、又移住藝州西條小藏山西禪寺云─
　
─
　　
有應賢宸藏主需壽像贊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
─
　
─
　　
丹之安國正叔妙甫和尚有頂相贊
　　　　　　　　　　　　　　　　　
─
┐───────────
──────────└
┬六世國英觀和尚
　　
法語自贊共無之
─┌七世惟孝孝和尚─┘同前┐────────└┌八世文明聰和尚 ┘同前┐── └
史料紹介　「石見安国寺誌・国苑掌鑑」
（ 15 ）
─
　　
前南禅雪嶺永瑾和尚有頂相贊
─┌九世文岫梁和尚─┘　　　　　　　　　
─
　　　
有自贊語
　　
─
┐─── ────└┬十世月渓廣和尚
　　　
法語自贊共無之
─┌十一世和仲東和尚┘
　
同前
┐────── ─└┌十二世周伯雍和尚　　　
自贊語今存焉
　
十三世天英才和尚┘
　
法語自贊共無之
┐───── └┌十四世等雲倫和尚 ───── ─────────────┘　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
─
　　　
有自贊頂相、然紙剥落文字不可讀矣
　　　　　　　　　　　　　　　
─
　 　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
─
　　
寺封没収之後、就于境内開田、今之寺封是也
　　　　　　　　　　　
─
　
─
　　
又筑堰於千代松、至于今蒙其澤者多
　　　
　　　　　　　　　　　　
─
┐──────────── ── ──────────└┌十五世蘭叔俊和尚┘
　
法語自贊共無之
┐── └┌十六世運室紹和尚
　　
同前
　
十七世見叟徹和尚
　　　
自贊頂相存焉
　
十八世天桂薫和尚
　　　
有自贊頂相
　
十九世了堂因和尚─────────────────────────┘
　 　　 　　 　　　　　
─
　　　
前東福見丹波州瑞岩幹山和尚撰頂相贊
　　　　　　　　　　　　　　
─
┐───────────┌二十世雪渓戒和尚 ┘　　　 　　　　
─
　　　
前東福龍潭見和尚撰頂相贊、以上詳于本録、故略于此
　　　　　　　
─
┐───────────────────────
───└
┌廿一世澧州麗和尚 ┘┐──┌廿二世大雅文和尚　　　
佛殿山門改成瓦屋根庫裡改建
　
廿三世物外接和尚
　
廿四世物道先和尚
　
廿五世象嶽田和尚
　
廿六世心田匡和尚
　
廿七世盤山寔和尚
　
廿八世泰嶺覚和尚
　
廿九世策堂元策和尚
　
丗世大定信孟和尚
　
丗一世香林玄榮和尚
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